福井県衛生環境研究センター研究員活動報告　概要
	発表演題名
	福井県内におけるノロウイルス流行の状況と感染対策上の注意点について

	学会名
	福井県臨床検査技師会微生物検査研修会

	発表者名
	東方　美保　（保健衛生部）

	開催場所
	福井県済生会病院

	開催日時
	平成１９年７月１４日（土）

	発表内容
	嘔吐・下痢を主症状とするウイルス性の急性胃腸炎感染症や食中毒が増加している。その主な原因であるノロウイルス(NV)について、これまでに明らかとなった知見をまとめ、感染対策上の注意点を説明した。

NVは感染したヒトの腸内において増え、食品や環境中で増えることはないものの、低温で湿った状態では非常に壊れにくく、また少ない粒子数で感染が可能なため、二次的汚染・感染が起こりやすい。感染拡大を予防するには、感染者の排出物（便や吐物）を適切に処理し、それらに含まれるウイルスによる汚染を、洗浄・除去、加熱、次亜塩素酸による消毒などで防ぐことが大切である。

また福井県内でのNV流行状況について、感染性胃腸炎患者（小児散発例）および食中毒や不明感染症を疑う胃腸炎集団発生における検査・解析結果を示した。すなわち、県内においてもNVが高率に検出されていること、流行するウイルスの種類には変遷があること、2006年秋の胃腸炎大流行はGⅡ/4という遺伝子型のNVによると考えられること、などである。


